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＜今朝
【富】主イエスは、ここで富について真っ向から問題にされます。語る相
手は弟子達ですから、明確に信仰をもっている者たちだったでしょう。も
っといえば、富を追及する生活を後にして主に従った者達です。しかしこ
こで彼らにもう一度、富について語られます。話は少し違いますが、私た
ちは主の祈りにおいて“日毎の糧を与えて下さい”と祈ります。主がそう
祈りなさいといっておられるのです。この糧というのは、パンだけのこと
ではないと解釈されます。生活を維持するための
の、金銭に至るまですべてを糧といっているのだと解釈されます
ですが、ここで富というのは、金銭だけのことではないのです。財産や健
康や、技術や生い立ちから学歴に至るまで、
のすべてを示しているのがこの富という言葉の元々の意味です。
ちの教団の町田福音キリスト教会が新会堂を献堂しましたが、ここでも問
題になるのは金額です。私たちの教会は今、この金銭がないことで苦難し
ています。いずれも問題は金銭です。
気の治療について、私は何時も“出来るだけの最善の治療”をお勧めする
ことにしていますが、ここに必要なのもお金と
【世捨て人
持つ下部構造（そのうえで私たちは生活を営んでいるのですが）ともいえ
る、いかんともしがたい力を思い知って、隠とんの生活に入ろうという運
動が、何回も繰り返されてきました。
とは出来ないと教えられます。これは金の世界を捨て去り、そこから自由
になりなさいと教えておられるのではありません。
今朝の聖書では“不正（元々は不忠実と同じ言葉です）で友達を作りなさ
い（16：
【拝金主義】
ある程度、勿論これは社会の中での比較の問題ですが、ある程度豊かにな
ると、更にお金儲けについて考え、遂には、金に支配されていることを忘
れてそれに仕えようとする“拝金主義”と
らず、仮に技術を誇ったにしても同じです。“
ほど健康だ”
す。罪にまみれざるを得ない金銭・富を“用いなさい”というのです。
【比較】
思えばそれを隠し、ないと思えばあるように振る舞い、何とも不自由な世
界に入ってしまいます。罪の性格をもつこの富を、主はユダに委ねられま
した。全てをご存知の主がそうされたのです。
【神に対する忠実】
ウェスリは“多くを儲け
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